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5 年生 6 年生 合計
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まずは 一番 かたよった組み合わせを 考える (今回 は 少 なくとも 1 袋 作 るので × )

数 の 増え 方 減り 方 は 最小公倍数をそれぞれの数で割 った 数ずっ 変わる

の 30 ÷ 3
= 10 / O + 1 = 11

ただし 片方 が0 □ になるのは 除外するので 11 - 2 = 9 y

② 個数 の 変更 を 1 回 するごとに 個数 の 差 は 8 だけ 縮 まる
｡
図 より ､ 初めの差 は 30

8 × 3 = 24
,
8 × 4

= 32 より 30 により 近 いのは 32

よって 41□個数を 変更 した時の差 が最もいくなる

この 時 3コ λ りは 5 × 4 = 20 ,
50 λ ) は 30 - 3 × 4 = 18 となる
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今回 はパターンが少ないので書き出 すのもアリ
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( ) 弦 同 士 が交わらないときが最 も 少 なくなる

の

最 も 多 くするには既 に 引 てある弦全 てと 交 わるようにすれば良 い

引 いた 弦 の 本数 と 分けられた 部分 の個数 の 関係 を 表 にすると 次のようになるく

弦 0 1 2 3 4 5 …

分けられた 1 2 4 7 1 " 16 … ②∞弁活 +5

(2 ) 表 より 1 t ( 1 + 2 ← … + ∞ ) = 46

( + 2 + … ｢ □
= 45

( ItO ) × O ×±
= 45

( ( to ) × 0 = 90

O = 9 ,



( 1 ) A が C と出会 ってからスタート地点 に 戻 るまでの時間
135秒

135 172 = 63秒

A C

時 63秒 72秒
池 1 周 ⑧× 135 =⑪

速 ⑧ ⑦
B のさ速 を □とすると⑪÷ (θ to ) = 90 (秒 )

⑦+ D =⑫
ロ = ⑤母

⑪ ÷ (⑧ -⑤ ) = 360秒 6分
ー 18秒 ÷ ⑤= 216秒 3 分 36秒

ー

90秒

( 3 ) A …135 秒 : と B …216 秒ごと ε …
s
秒 ごと

9135
9 × 3× 5 × 8

= 1080秒
15 243亠 18 分後
5 8 Cが 7 周 すればこれを満たす っ
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赤 * R 日 → W 青 τ B とする

並べる個数 による規則性 を考える ｡
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( 2 ) 直前 の 3 つを 足 して いくフィボナッチ数列 になってる

い 20 3 コ 40 5 コ 6 コ 7 コ 8 コ 9 コ

3 5
9 17 引 57 105 193 355 355通

↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑
3 t 5t 9 5 + 9 t 17 9+17 t3117t 31t57 31 t 57t 105 57 t105× 193
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( ) 60 × 0 ×4 = 360

0 = 12 より ､ DC = 24 cm

P は 18秒で A → DC , B ( 60 t 24 +60 = 144 )と 144 cm進んだ ｡

p
… 144 × 18 = 8 8 cm秒

グラフより 5秒 で P と Qがすれ違ったと分かるので Q の速さを ① 秒とすると

60 ÷ ( 8 + 0 ) = 5 O = 4 4
ザ

R ) Q がAに 着 く … 60 ÷ 4 = 15秒後

P がDに
着

く … 60 ÷ 8 = 7 . 5秒後

P が C に 着 く … 84 ÷ 8 = 10 - 5秒後

アの時 は 10
.
5 秒 後 なのでその時の 図 を 考 える
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42cm
Q 0 = 252+ 360 = 612.

24cm
ア"

×
00
P

イ : 720cm は全体の 半分 なのでこうなるのは PQ が O を 通 るとき
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( 3 ) グラフの 相似 を利用する
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